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台湾北部淡水にスペイン人、
オランダ人、イギリス人がいた証
1628年、淡水河を見下ろす高台にスペイン人によって軍
事、貿易、布教の拠点として要塞「サン・ドミンゴ城」が建て
られました。1642年、当時台南を占拠していたオランダが台
湾北部へと侵攻しスペインを撃退。スペインが撤退時に破
壊したサン・ドミンゴ城の城跡近くに新たに強固な城砦「ア
ントニオ堡塁」を築き、「紅毛城」と呼ばれるようになりました。
1661年、鄭成功がオランダを台湾から駆逐した際、オラン
ダは紅毛城の建物等を破壊し城を去りました。その後、台
湾が清朝に統治されるようになり、紅毛城 は修復されまし
た。1858年、淡水が開港すると、1863年にはイギリスが99
年の契約で紅毛城を租借し、翌年英国領事館としました。
以降、日本、中華民国と、台湾の統治者は変わりましたが、
1972年にイギリスが中国と国交を結ぶまで、紅毛城は 第二
次世界大戦末期の数年を除き英国領事館として使用され
続けました。その後、所有者が何度か変わり、1980年以
降、中華民国政府の管理下にあります。1983年には国家一
級古跡（国の有形文化財）に指定されました。

オランダ人の髪の毛が赤いことから、台湾の
平地先住民がオランダ人を「紅毛（赤毛）」と
呼び、その城を「紅毛城」と呼ぶようになりま
した。紅毛城の「紅」は、建物の色とは関係
ありません。建設当時の建物は灰色で、後
にイギリス人によって赤く塗られ、今日に
至っています。

紅毛城の名前の由来は？

2.
大航海時代の17世紀、ポルトガル人がマカ
オを貿易拠点にして大きな利益を上げてい
たことから、スペインやオランダも貿易拠点
を求めて東南アジアに進出しました。先に台
湾に目を付け、南部（今の台南）に上陸した
のはオランダでしたが、その後を追うように
スペインが台湾北部に上陸。基隆のサン・サ
ルバドル城に続き、淡水河の河口に建てた
のがサン・ドミンゴ城です。スペイン人は淡
水河を利用して台北盆地へと向かい、その
勢力は、一時は今の新竹一帯にまで及びま
した。

スペイン人はなぜ淡水に城を？

1.

大航海時代、オランダやスペインに代わり、
新たに海の覇権を征したイギリスは、台湾
の経済的な価値を高く評価し、天津条約、
北京条約などの通商條条約の締結により開
港した鶏籠（基隆）、淡水、安平（台南）、打
狗（高雄）の各港町に洋行（貿易商）と領事
館を置きました。当時、淡水では北部の茶
葉や樟脳の輸出が盛んに行われており、貿
易高もうなぎのぼりに増加していました。そ
こで、イギリスは1867年に清朝との間に99

年間の「紅毛城永久租借契約」を結び、翌
年、紅毛城に領事館を置いたのです。

イギリスはなぜ淡水に領事館を
置いたのでしょうか？
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